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春
休
み
に
閑
散
と
し
た
原
宿
に
降
り
立
っ
た
ミ
ミ
コ
は
、
あ
ま
り
の
原
宿
の
廃

れ
ぶ
り
に
驚
愕
す
る
。
ミ
ミ
コ
は
驚
き
な
が
ら
も
、
原
宿
に
来
た
大
き
な
目
的

の
一
つ
で
あ
る
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
（
洋
服
屋
）
で
の
お
買
い
物
を
し
よ
う
と

歩
み
を
進
め
る
。
し
か
し
、
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
到
着
し
た
ミ
ミ
コ
の
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
閉
店
の
お
知
ら
せ
と
い
う
紙
だ
っ
た
。
落
胆
す
る
ミ

ミ
コ
の
隣
で
、
同
じ
よ
う
に
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
て
落
胆
し
て
い
る
サ
カ
キ
の
姿

を
見
つ
け
る
。
サ
カ
キ
は
閉
店
の
貼
り
紙
を
剥
が
し
、
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
丸
め

て
床
に
捨
て
る
。
そ
れ
を
見
た
ミ
ミ
コ
は
怒
り
、
ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
は
揉
み
合

い
の
喧
嘩
を
す
る
。
そ
こ
へ
警
察
官
の
キ
ム
ラ
が
や
っ
て
き
て
、
ミ
ミ
コ
た
ち

の
喧
嘩
を
仲
裁
す
る
。
そ
れ
か
ら
ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
キ
ム
ラ
は
ベ
リ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
好
き
と
い
う
共
通
点
も
あ
り
、
意
気
投
合
し
、
元
の
原
宿
を
取
り
戻
す

た
め
に
動
き
だ
す
。
そ
の
一
方
で
、
新
大
久
保
サ
ラ
ム
と
名
乗
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
集
団
は
、
原
宿
を
完
全
制
圧
し
よ
う
と
動
き
出
す
も
、
新
大
久
保
サ
ラ

ム
の
リ
ー
ダ
ー
、
ト
コ
チ
ャ
の
父
が
サ
カ
キ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
一
時
撤

退
す
る
。
新
大
久
保
サ
ラ
ム
た
ち
は
、
自
分
た
ち
よ
り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ

ー
が
多
い
ミ
ミ
コ
に
勝
つ
た
め
、
原
宿
制
圧
と
新
宿
区
を
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
い

て
一
番
有
名
な
場
所
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
新
宿
文
化
総
本
部
に

助
け
を
求
め
る
。
新
大
久
保
サ
ラ
ム
た
ち
に
新
宿
文
化
総
本
部
の
総
長
シ
オ
リ

は
、
ミ
ミ
コ
た
ち
に
決
闘
を
申
し
込
む
よ
う
言
う
。
決
闘
当
日
、
ミ
ミ
コ
達
は

竹
下
通
り
か
ら
決
闘
場
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
周
囲
の
注
目
を
浴
び
る
作
戦

を
決
行
し
、
多
く
の
人
を
引
き
連
れ
、
決
闘
場
に
た
ど
り
着
く
。
肝
心
の
決
闘

は
、
元
ヤ
ク
ザ
だ
っ
た
サ
カ
キ
の
凄
み
に
よ
っ
て
、
ミ
ミ
コ
た
ち
の
不
戦
勝
と

な
る
。
ミ
ミ
コ
た
ち
は
、
見
物
客
た
ち
を
引
き
連
れ
、
竹
下
通
り
ま
で
再
び
デ

モ
行
進
を
行
い
、
バ
ス
る
。
ミ
ミ
コ
と
キ
ム
ラ
は
、
バ
ズ
っ
た
と
き
の
お
洋
服

販
売
の
資
金
を
元
手
に
原
宿
に
店
を
構
え
る
。
和
解
し
た
サ
カ
キ
と
ト
コ
チ
ャ

は
、
原
宿
に
向
か
い
、
ミ
ミ
コ
達
の
店
を
見
つ
け
る
。 

             



『竹下通りから右へ！』伊藤優 

 

登
場
人
物 

ミ
ミ
コ
（
１
７
） 

高
校
生 

サ
カ
キ
（
４
０
） 

会
社
員
、
ト
コ
チ
ャ
の
父 

キ
ム
ラ
（
１
７
）
（
３
５
） 

警
察
官 

 

友
人
１
（
１
７
） 

 
キ
ム
ラ
の
高
校
の
頃
の
友
人 

友
人
２
（
１
７
） 

 
キ
ム
ラ
の
高
校
の
頃
の
友
人 

 

ト
コ
チ
ャ
（
１
７
） 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー
、
サ
カ
キ
の
娘 

メ
イ
チ
ャ
（
１
６
） 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
所
属
メ
ン
バ
ー 

サ
ケ
チ
ャ
（
１
８
） 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
所
属
メ
ン
バ
ー 

 

シ
オ
リ
（
２
９
） 

 

新
宿
文
化
総
本
部
総
長
、
キ
ャ
バ
嬢 

チ
ョ
ウ
コ
（
３
７
） 

新
宿
文
化
総
本
部
所
属
、
キ
ャ
バ
嬢 

ゲ
ン
ジ
（
３
０
） 

 

新
宿
文
化
総
本
部
所
属
、
ホ
ス
ト 

 

カ
エ
デ
（
４
０
） 

 

ミ
ミ
コ
の
母 

 

警
察
官 
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○
竹
下
通
り
（
昼
） 

 
 

 

人
通
り
が
全
く
な
く
、
閑
散
と
し
て
い
る
。 

 
 

 

通
り
の
お
店
は
ほ
と
ん
ど
閉
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
（
１
７

）
、

ウ
サ
ギ
を
モ
チ
ー
フ
に 

し
た
服
装
で
仁
王
立
ち
し
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
こ
ん
な
の
原
宿
じ
ゃ
な
い
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
プ
リ
プ
リ
と
怒
り
な
が
ら
歩
き
始

め
る
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
の
背
負
っ
て
い
る
鞄
の
ウ
サ
ギ
の
耳

が
、
歩
み
に
合
わ
せ
て
ピ
ョ
コ
ピ
ョ
コ
と
跳

ね
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ミ
ミ
コ
が
知
っ
て
る
原
宿
は
、
も
っ
と
キ 

ラ
キ
ラ
し
て
い
て
フ
ワ
フ
ワ
で
い
っ
ぱ
い
な
の
に 

な
ん
で
今
日
に
限
っ
て
！ 

ミ
ミ
コ
が
原
宿
に
来 

る
時
に
限
っ
て
！ 

な
ん
で
原
宿
の
お
店
、
ま
っ 

た
く
開
い
て
な
い
の
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
歩
み
を
止
め
る
。 

 

〇
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
前
（
昼
） 

 
 

 

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
。 
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ミ
ミ
コ
「
え
」 

 
 

 

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
紙
が
貼
ら
れ
て
お
り
『
長
年 

の
ご
愛
顧
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
共
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
１
０
月

３
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
閉
店
い
た
し
ま
し

た
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
そ
ん
な
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
う
な
だ
れ
る
。 

 
 

 

ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
服
に
身
を
包
ん
だ
サ

カ
キ
（
４
０
）
の
足
音
が
、
ミ
ミ
コ
の
近
く

で
止
ま
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ぅ
、
ミ
ミ
コ
の
青
春 

を
返
せ
」 

サ
カ
キ
「
ク
ソ
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
か
ら
紙
を
は
ぎ
取
り
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
丸
め
て
地
面
に
叩
き
つ
け

る
。 

ミ
ミ
コ
「
え
」 

サ
カ
キ
「
ん
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
視
線
を
合
わ
せ
る
。 
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ミ
ミ
コ
「
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
」 

サ
カ
キ
「
な
に
ぃ
い
い
い
い
い
い
い
い
？
」 

 
 

 

お
互
い
に
叫
び
あ
っ
て
い
る
。 

サ
カ
キ
「
怪
し
い
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
怪
し
い 

も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

ミ
ミ
コ
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
紙
を
ス 

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
奪
う
。 

ミ
ミ
コ
「
ミ
ミ
コ
が
そ
の
紙
も
ら
お
う
と
思
っ
た
の 

に
！
」 

サ
カ
キ
「
え
？
」 

ミ
ミ
コ
「
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
っ
た
の
！
」 

サ
カ
キ
「
え
っ
と
」 

ミ
ミ
コ
「
な
ん
で
っ
て
聞
い
て
る
の
！
」 

サ
カ
キ
「
だ
っ
て
、
だ
っ
て
、
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル 

が
閉
店
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
も
ん
！
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
ん
な
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
」 

サ
カ
キ
「
そ
ん
な
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
」 

ミ
ミ
コ
「
悲
し
い
よ
ね
」 

サ
カ
キ
「
悲
し
い
」 
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ミ
ミ
コ
「
で
も
、
こ
れ
は
、
ミ
ミ
コ
の
も
の
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
丸
ま
っ
た
紙
を
手
で
伸
ば
す
。 

サ
カ
キ
「
そ
れ
な
ら
、
私
も
欲
し
い
で
す
！
」 

ミ
ミ
コ
「
ミ
ミ
コ
の
！
」 

サ
カ
キ
「
私
の
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩 

に
な
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
お
洋
服
が
伸
び
ち 

ゃ
う
で
し
ょ
」 

サ
カ
キ
「
も
う
買
え
な
い
ん
だ
か
ら
や
め
て
く
だ
さ 

い
よ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
む
う
う
う
う
う
う
」 

サ
カ
キ
「
も
お
お
お
お
お
お
」 

 
 

 

紙
が
ミ
ミ
コ
の
手
を
離
れ
、
飛
ん
で
い
く
。 

ミ
ミ
コ
「
あ
！
」 

サ
カ
キ
「
あ
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
飛
ん
で
い
く
紙
を
追
い

か
け
る
。 

ミ
ミ
コ
「
待
っ
て
！
」 

サ
カ
キ
「
待
て
！
」 
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曲
が
り
角
か
ら
笛
を
吹
く
音
が
聞
こ
え
る
。 

ミ
ミ
コ
「
え
？
」 

サ
カ
キ
「
な
に
？
」 

 
 

 

曲
が
り
角
か
ら
キ
ム
ラ
（
３
５

）
、

笛
を
吹

き
な
が
ら
、
走
っ
て
く
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ご
め
ん
、
ミ
ミ
コ
逃
げ
る
」 

サ
カ
キ
「
待
っ
て
よ
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
走
り
出
す
。 

ミ
ミ
コ
「
ミ
ミ
コ
、
少
年
院
は
嫌
だ
！
」 

サ
カ
キ
「
私
も
ム
シ
ョ
暮
ら
し
は
嫌
で
す
！
」 

ミ
ミ
コ
「
つ
い
て
こ
な
い
で
よ
ぉ
お
！
」 

サ
カ
キ
「
助
け
て
ぇ
え
！
」 

キ
ム
ラ
「
そ
こ
の
二
人
、
止
ま
り
な
さ
い
！
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
笛
を
吹
い
て
、
二
人
を
追
い
か
け

て
い
く
。 

 

〇
交
番
（
昼
） 

 
 

 

サ
カ
キ
と
ミ
ミ
コ
、
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

目
の
前
に
は
、
キ
ム
ラ
。 

キ
ム
ラ
「
本
当
に
、
紙
を
奪
い
合
っ
て
た
だ
け
な 
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の
？
」 

ミ
ミ
コ
「
は
い
」 

キ
ム
ラ
「
そ
ち
ら
は
？
」 

サ
カ
キ
「
そ
う
で
す
」 

キ
ム
ラ
「
わ
か
り
ま
し
た
。
身
分
証
明
書
は
あ
り
ま 

す
か
？
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
身
分
証
明
書
を
出
す
。 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
み
始
め
る
。 

 
 

 

サ
カ
キ
と
ミ
ミ
コ
、
お
互
い
の
身
分
証
を
盗

み
見
て
、
指
を
折
り
数
え
る
。 

サ
カ
キ
「
１
７
歳
」 

ミ
ミ
コ
「
４
０
歳
」 

キ
ム
ラ
「
な
ん
で
年
齢
数
え
た
ん
で
す
か
？ 

榊
さ 

ん
」 

サ
カ
キ
「
と
、
特
に
理
由
は
な
い
ん
で
す
が
」 

キ
ム
ラ
「
本
当
に
？
」 

ミ
ミ
コ
「
神
に
似
て
る
ね
」 

キ
ム
ラ
「
え
？
」 

 
 

 

サ
カ
キ
と
キ
ム
ラ
、
ミ
ミ
コ
を
見
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ほ
ら
、
こ
こ
」 



『竹下通りから右へ！』伊藤優 

 7 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
サ
カ
キ
の
身
分
証
明
書
を
指
さ
し 

ミ
ミ
コ
「
神
っ
ぽ
い
」 

サ
カ
キ
「
あ
り
、
が
と
、
う
？
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
吹
き
出
す
。 

ミ
ミ
コ
「
な
ん
か
お
か
し
い
こ
と
言
っ
た
？
」 

キ
ム
ラ
「
若
い
っ
て
い
い
な
っ
て
、
思
っ
た
わ
」 

ミ
ミ
コ
「
大
人
っ
て
、
み
ん
な
そ
う
言
う
よ
ね
」 

キ
ム
ラ
「
そ
り
ゃ
そ
う
よ
、
も
う
戻
れ
な
い
ん
だ
か 

ら
」 

ミ
ミ
コ
「
で
も
、
キ
ム
ラ
さ
ん
も
あ
れ
で
し
ょ
？ 

 

 

あ
っ
た
で
し
ょ
？ 

ミ
ミ
コ
く
ら
い
の
時
」 

 

〇
（
キ
ム
ラ
の
回
想
）
竹
下
通
り
（
昼
） 

 
 

 

友
人
１
（
１
７

）
、

友
人
２
（
１
７
）
が
キ 

ム
ラ
を
待
っ
て
い
る
。 

キ
ム
ラ
が
原
宿
駅
の
方
か
ら
ミ
ミ
コ
達
の
よ 

う
な
服
を
着
て
や
っ
て
く
る
。 

キ
ム
ラ
「
お
待
た
せ
」 

友
人
１
「
行
こ
う
か
」 

友
人
２
「
そ
う
だ
ね
」 
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友
人
１
と
友
人
２
、
キ
ム
ラ
か
ら
逃
げ
る
よ 

う
に
去
っ
て
い
く
。 

キ
ム
ラ
「
待
っ
て
よ
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
友
人
た
ち
を
追
い
か
け
る
。 

 

〇
（
キ
ム
ラ
の
回
想
あ
け
て
）
交
番
（
昼
） 

キ
ム
ラ
「
待
ち
な
さ
い
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
抜
き
足
差
し
足
で
交
番

を
出
よ
う
と
し
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
あ
」 

サ
カ
キ
「
え
へ
へ
」 

ミ
ミ
コ
「
終
わ
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
？ 

キ
ム
ラ
さ
ん
、 

な
ん
か
ど
っ
か
飛
ん
で
っ
ち
ゃ
っ
て
た
し
」 

キ
ム
ラ
「
二
人
が
着
て
る
そ
の
服
、
ベ
リ
キ
ャ
ン
で 

し
ょ
？
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
な
の
」 

サ
カ
キ
「
そ
う
な
ん
で
す
！
」 

 

〇
（
キ
ム
ラ
の
回
想
）
キ
ム
ラ
の
家
（
昼
） 

 
 

 

キ
ム
ラ
（
１
７

）
、

服
を
脱
ぎ
捨
て
、
膝
を 
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抱
え
込
む
。 

携
帯
電
話
を
開
き
、
ミ
ク
シ
ィ
の
よ
う
な
サ 

イ
ト
を
見
て
い
る
。
サ
イ
ト
内
の
ロ
リ
ー
タ 

好
き
集
ま
れ
！
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ぺ 

ー
ジ
を
見
て
、
笑
顔
を
取
り
戻
す
。 

携
帯
電
話
に
『
鷹
高
６
７
期
』
の
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
の
最
新
投
稿
の
通
知
が
来
る
。 

キ
ム
ラ
、
ク
リ
ッ
ク
を
し
て
開
く
。 

ペ
ー
ジ
に
は
、
キ
ム
ラ
の
写
真
が
貼
ら
れ
て

お
り
、
嘲
笑
の
言
葉
が
並
ん
で
い
る
。 

キ
ム
ラ
、
再
び
う
ず
く
ま
る
。 

 

〇
（
キ
ム
ラ
の
回
想
あ
け
て
）
交
番
（
昼
） 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
本
当
に
！ 

ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
お
洋 

服
可
愛
い
の
に
さ
、
な
ん
で
閉
店
な
の
ぉ
お
お
お
」 

サ
カ
キ
「
や
っ
と
お
気
に
入
り
の
お
洋
服
屋
さ
ん
見 

つ
け
た
の
に
ぃ
い
い
い
」 

ミ
ミ
コ
「
わ
か
る
よ
、
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
通
称
ベ 

リ
キ
ャ
ン
の
お
洋
服
は
全
人
類
の
憧
れ
！
」 
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サ
カ
キ
「
も
っ
と
人
類
が
ベ
リ
キ
ャ
ン
の
す
ば
ら
し 

さ
に
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
ら
！
」 

キ
ム
ラ
「
う
お
お
お
お
お
お
」 

 
 

 

三
人
、
泣
い
て
い
る
。 

 

〇
交
番
の
前
（
夕
方
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
キ
ム
ラ
に
手
を
振
り 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
ま
た
ね
！
」 

サ
カ
キ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

キ
ム
ラ 

さ
ん
！
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
交
番
の
な
か
で
手
を
振
っ
て
い
る
。 

 

〇
竹
下
通
り
（
夕
方
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
歩
い
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
ベ
リ
キ
ャ
ン
仲
間
だ
っ
た 

 

ん
だ
ね
」 

サ
カ
キ
「
う
れ
し
い
で
す
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
ね
ぇ
、
サ
カ
キ
」 

サ
カ
キ
「
ん
？
」 

ミ
ミ
コ
「
な
に
あ
れ
」 
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ミ
ミ
コ
、
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
方
を
指
さ 

 
 

 

す
。 

 

〇
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
前
（
夕
方
） 

 
 

 
ト
コ
チ
ャ
（
１
７
）
と
メ
イ
チ
ャ
（
１
６
）
、 

サ
ケ
チ
ャ
（
１
８
）
が
、
韓
国
の
お
い
し
い 

食
べ
物
を
食
べ
な
が
ら
、
立
っ
て
い
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
ホ
ト
ッ
ク
、
マ
シ
ッ
ソ
」 

メ
イ
チ
ャ
「
チ
ー
ズ
ハ
ッ
ト
グ
、
マ
シ
ッ
ソ
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
マ
ッ
コ
リ
、
マ
シ
ッ
ソ
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
物
陰
に
隠
れ
て
い
る
。 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
叫
ぶ
。 

ト
コ
チ
ャ
「
チ
ン
チ
ャ
？
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
メ
イ
チ
ャ
と
サ
ケ
チ
ャ
に
ス
マ 

ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
見
せ
る
。 

メ
イ
チ
ャ
「
チ
ン
チ
ャ
？
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
チ
ン
チ
ャ
？
」 

 
 

 

三
人
、
走
り
出
し
、
ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
の
前 

を
全
速
力
で
駆
け
抜
け
て
い
く
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
周
り
を
見
渡
し
、
ベ
リ 
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ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
前
へ
行
く
。 

ミ
ミ
コ
「
あ
ー
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
閉
店
の
お
知
ら
せ
の
紙
が
破
ら
れ
、 

ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
べ
っ
た
り
つ
い
て
い
る
の
を

見
つ
け
る
。 

サ
カ
キ
「
あ
あ
」 

ミ
ミ
コ
「
最
悪
、
あ
い
つ
ら
！
」 

サ
カ
キ
「
本
当
に
さ
っ
き
の
子
た
ち
な
の
か
な
」 

ミ
ミ
コ
「
ほ
ら
、
見
て
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ト
コ
チ
ャ
達
が
残
し
て
い
っ
た
ゴ 

ミ
を
指
さ
す
。 

サ
カ
キ
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
」 

ミ
ミ
コ
「
噂
に
聞
い
て
た
通
り
、
最
悪
な
奴
ら
ね
」 

サ
カ
キ
「
噂
？
」 

ミ
ミ
コ
「
知
ら
な
い
の
？
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
、 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ペ
ー
ジ
を
見
せ
る
。 

ミ
ミ
コ
「
見
え
る
？
」 

サ
カ
キ
「
ま
だ
老
眼
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
お
母
さ
ん
、
も
う
老 
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眼
始
ま
っ
て
る
か
ら
さ
」 

サ
カ
キ
「
お
母
さ
ん
と
同
じ
歳
な
の
か
」 

ミ
ミ
コ
「
も
う
！ 

友
達
が
落
ち
込
ん
で
る
と
悲
し 

い
ん
だ
か
ら
、
や
め
て
！
」 

 
 

 
サ
カ
キ
、
『
友
達
』
と
い
う
響
き
に
静
か
に 

喜
ん
で
い
る
。 

サ
カ
キ
「
お
じ
さ
ん
な
こ
と
、
気
に
な
ら
な
い
ん
で 

 

す
か
？
」 

ミ
ミ
コ
「
な
に
が
？
」 

サ
カ
キ
「
ふ
ふ
ふ
」 

ミ
ミ
コ
「
な
に
？ 

気
持
ち
悪
い
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
少
し
だ
け
傷
つ
い
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
見
て
？ 

ト
コ
チ
ャ
、
メ
イ
チ
ャ
、
サ
ケ 

チ
ャ
率
い
る
新
大
久
保
サ
ラ
ム
た
ち
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
は
、 

ト
コ
チ
ャ
達
の
写
真
。 

サ
カ
キ
「
な
ん
か
お
し
ゃ
れ
だ
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
だ
よ
ね
」 

サ
カ
キ
「
こ
う
い
う
の
も
着
て
み
た
い
」 

ミ
ミ
コ
「
私
も
！
」 
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サ
カ
キ
と
ミ
ミ
コ
「
イ
エ
ー
イ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
こ
原
宿
か
ら
人
が
い
な 

く
な
っ
た
こ
と
知
っ
て
る
で
し
ょ
」 

サ
カ
キ
「
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い 

で
す
ね
」 

 
 

 

竹
下
通
り
の
方
を
振
り
返
る
。
人
が
ま
ば
ら
。 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
な
の
！ 

私
が
来
る
た
び
に
人
が
い 

な
く
な
っ
て
い
く
の
。
ず
っ
と
不
思
議
だ
っ
た
ん 

だ
け
ど
、
あ
い
つ
ら
が
絡
ん
で
い
た
の
ね
」 

サ
カ
キ
「
こ
の
子
た
ち
？
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
！ 

原
宿
の
生
命
線
だ
っ
た
古
着
屋 

を
は
じ
め
、
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
閉
店 

し
、
さ
ら
に
は
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
も
閉
店
！ 
そ 

し
て
私
た
ち
の
」 

二
人
「
ベ
リ
キ
ャ
ン
が
閉
店
！
」 

ミ
ミ
コ
「
全
部
、
あ
い
つ
ら
が
手
を
回
し
た
の
よ
」 

サ
カ
キ
「
み
ん
な
若
い
子
た
ち
だ
よ
？ 

そ
こ
ま
で 

や
り
ま
す
か
ね
？
」 

ミ
ミ
コ
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
よ
？
」 

サ
カ
キ
「
お
し
ゃ
れ
な
人
た
ち
？
」 
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ミ
ミ
コ
「
そ
う
、
私
な
ん
か
原
宿
に
来
る
の
が
一
か 

月
に
４
回
が
や
っ
と
の
ド
田
舎
人
間
な
の
に
」 

サ
カ
キ
「
私
も
そ
ん
な
も
ん
で
す
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
は
ぁ
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」 

 
 

 
Ｋ‐

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
よ
う
な
音
楽
が
、
流
れ
出
す
。 

サ
カ
キ
「
な
ん
だ
？ 

こ
の
音
楽
は
」 

ミ
ミ
コ
「
ま
さ
か
！ 

５
時
の
チ
ャ
イ
ム
の
音
楽
ま 

で
！
」 

 
 

 

頭
を
抱
え
る
二
人
。 

サ
カ
キ
「
今
日
は
帰
り
ま
し
ょ
う
か
」 

ミ
ミ
コ
「
新
大
久
保
に
乗
り
込
も
う
よ
」 

サ
カ
キ
「
ダ
メ
だ
よ
。
高
校
生
、
で
す
よ
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
ま
た
、
子
ど
も
扱
い
？
」 

サ
カ
キ
「
茨
城
？ 

千
葉
？ 

群
馬
？
」 

ミ
ミ
コ
「
ど
う
し
た
の
？ 

地
名
ば
っ
か
り
連
呼
し 

て
」 

サ
カ
キ
「
い
や
い
や
、
君
の
帰
り
道
の
心
配
し
て
る 

ん
だ
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
あ
ー
、
な
る
ほ
ど
。
と
い
う
か
君
っ
て
言 

わ
な
い
で
、
ミ
ミ
コ
っ
て
呼
ん
で
、
ち
な
み
に
茨 
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城
！
」 

サ
カ
キ
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
」 

ミ
ミ
コ
「
わ
か
り
ま
し
た
。
今
日
は
サ
カ
キ
の
言
う 

通
り
帰
り
ま
す
」 

 

〇
原
宿
駅
（
夜
） 

ミ
ミ
コ
「
バ
イ
バ
イ
！
」 

サ
カ
キ
「
さ
よ
う
な
ら
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
改
札
を
通
り
、
サ
カ
キ
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
手
を
振
り
続
け
る
。 

 
 

 

サ
カ
キ
、
ミ
ミ
コ
が
見
え
な
く
な
り
、
新
宿

方
面
に
歩
き
出
す
。 

 

〇
サ
カ
キ
の
家
・
玄
関
（
夜
） 

 
 

 

ス
ー
ツ
姿
の
サ
カ
キ
、
帰
宅
。 

サ
カ
キ
「
た
だ
い
ま
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
サ
カ
キ
の
前
を
通
り
、
立
ち
止

ま
る
。
サ
カ
キ
の
カ
バ
ン
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

サ
カ
キ
、
カ
バ
ン
か
ら
は
み
出
て
い
る
ピ
ン

ク
色
の
布
を
隠
す
。 
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ト
コ
チ
ャ
、
サ
カ
キ
の
様
子
を
ジ
ッ
と
見
た

後
、
自
分
の
部
屋
に
入
る
。 

サ
カ
キ
「
ト
ウ
コ
」 

部
屋
か
ら
は
Ｋ‐

Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
聞
こ
え
る
。 

 

〇
ミ
ミ
コ
の
家
・
玄
関
（
夜
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
帰
宅
。 

カ
エ
デ
「
ミ
ミ
コ
、
な
に
し
て
た
の
？ 

こ
ん
な
時 

間
ま
で
」 

ミ
ミ
コ
「
原
宿
行
っ
て
た
」 

カ
エ
デ
「
ま
た
学
校
さ
ぼ
っ
た
の
？
」 

ミ
ミ
コ
「
春
休
み
だ
っ
て
ば
」 

カ
エ
デ
「
今
年
受
験
で
し
ょ
」 

ミ
ミ
コ
「
春
休
み
な
の
に
」 

カ
エ
デ
「
ま
た
そ
ん
な
格
好
し
て
」 

ミ
ミ
コ
「
バ
イ
ト
代
入
っ
た
か
ら
、
原
宿
の
お
洋
服 

屋
さ
ん
行
っ
て
き
た
の
」 

カ
エ
デ
「
早
く
脱
い
で
、
そ
の
服
」 

ミ
ミ
コ
「
嫌
だ
」 
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カ
エ
デ
「
何
言
っ
て
る
の
？ 

そ
ん
な
派
手
な
格
好

し
な
い
で
っ
て
い
つ
も
言
っ
て
る
で
し
ょ
！ 

 
 

 

貸
し
な
さ
い
」 

 
 

 

カ
エ
デ
、
ハ
サ
ミ
を
持
っ
て
く
る
。 

ミ
ミ
コ
「
嫌
だ
。
も
う
、
好
き
な
お
洋
服
と
お
別
れ 

に
な
る
の
は
嫌
だ
！
」 

カ
エ
デ
「
早
く
脱
ぎ
な
さ
い
！
」 

 
 

 

カ
エ
デ
、
ミ
ミ
コ
の
服
を
引
っ
張
る
。 

 
 

 

服
、
破
れ
る
。 

ミ
ミ
コ
「
あ
あ
」 

カ
エ
デ
「
勉
強
し
な
い
さ
い
！
」 

ミ
ミ
コ
「
出
て
い
く
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
自
分
の
部
屋
に
向
か
う
。 

カ
エ
デ
「
ミ
ミ
コ
、
待
ち
な
さ
い
！
」 

 
 

 

服
に
着
替
え
た
ミ
ミ
コ
、
部
屋
か
ら
出
て
き 

 
 

 

て
、
玄
関
へ
向
か
う
。 

 

〇
同
・
玄
関
（
夜
） 

 
 

 

玄
関
の
ド
ア
が
乱
暴
に
閉
ま
る
。 

 
 

 

残
さ
れ
た
カ
エ
デ
、
溜
息
を
つ
く
。 
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〇
交
番
（
夜
） 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
ほ
か
の
警
察
官
に
挨
拶
を
し
て
、 

交
番
を
後
に
す
る
。 

 
 

 

交
番
の
外
に
出
る
と
、
ミ
ミ
コ
が
い
る
。 

キ
ム
ラ
「
あ
れ
？ 

ど
う
し
た
の
そ
の
恰
好
」 

ミ
ミ
コ
「
へ
へ
、
キ
ム
ラ
さ
ん
」 

 

〇
キ
ム
ラ
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

キ
ム
ラ
、
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
る
ミ
ミ
コ
に
お

茶
を
渡
す
。 

キ
ム
ラ
「
ど
う
ぞ
」 

ミ
ミ
コ
「
あ
り
が
と
う
」 

キ
ム
ラ
「
も
う
、
び
っ
く
り
し
た
よ
。
仕
事
終
わ
る 

の
待
っ
て
た
の
？
」 

ミ
ミ
コ
「
う
ん
」 

キ
ム
ラ
「
一
人
で
？
」 

ミ
ミ
コ
「
う
ん
」 

キ
ム
ラ
「
サ
カ
キ
さ
ん
は
？
」 

ミ
ミ
コ
「
５
時
ぐ
ら
い
に
別
れ
た
よ
」 

キ
ム
ラ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
は
ど
う
し
て
た
の
？
」 
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ミ
ミ
コ
「
お
母
さ
ん
に
お
洋
服
の
こ
と
、
怒
ら
れ
て
、 

破
ら
れ
て
、
家
出
し
て
き
た
。
毎
回
新
し
い
お
洋 

服
買
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
に
捨
て
ら
れ
る
の
」 

キ
ム
ラ
「
そ
っ
か
（
泣
き
始
め
る

）
」 

ミ
ミ
コ
「
待
っ
て
、
飛
ば
な
い
で
。
話
し
て
」 

キ
ム
ラ
「
あ
の
ね
、
私
も
ず
っ
と
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
と 

サ
カ
キ
さ
ん
が
着
て
た
み
た
い
な
お
洋
服
、
大
好

き
だ
っ
た
の
」 

ミ
ミ
コ
「
わ
か
る
。
こ
の
部
屋
、
と
っ
て
も
可
愛
い 

も
ん
。
こ
こ
に
住
み
た
い
く
ら
い
」 

キ
ム
ラ
「
そ
う
で
し
ょ
？ 

こ
れ
だ
っ
て
、
こ
れ
だ 

っ
て
、
こ
れ
だ
っ
て
！ 

高
か
っ
た
ん
だ
よ
？ 

集
め
る
の
に
５
年
か
か
っ
た
ん
だ
か
ら
」 

ミ
ミ
コ
「
す
ご
ー
い
！ 

そ
り
ゃ
高
い
よ
。
（
ソ
フ 

ァ
に
寝
転
が
り
）
こ
ん
な
に
こ
だ
わ
り
抜
か
れ
て

る
ん
だ
か
ら
」 

キ
ム
ラ
「
だ
よ
ね
（
ミ
ミ
コ
の
よ
う
に
寝
転
が
る
）
」 

 
 

 

二
人
、
キ
ム
ラ
の
部
屋
を
堪
能
す
る
。 

キ
ム
ラ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
嫌
に
な
る
ま
で
こ
こ
に 

居
て
い
い
か
ら
ね
」 
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ミ
ミ
コ
「
本
当
？
」 

キ
ム
ラ
「
う
ん
。
あ
と
３
年
し
た
ら
、
強
制
的
に
大 

人
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
し
、
今
が
暴
れ
時
よ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
な
ん
で
こ
ん
な
に
早
く
大
人
に
な
っ
ち
ゃ 

う
ん
だ
ろ
う
」 

キ
ム
ラ
「
そ
れ
な
ー
」 

ミ
ミ
コ
「
ふ
ふ
ふ
」 

キ
ム
ラ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
何
が
好
き
？
」 

ミ
ミ
コ
「
動
物
だ
っ
た
ら
、
ウ
サ
ギ
。
食
べ
物
だ
っ 

た
ら
、
イ
チ
ゴ
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
手
を
出
す
。 

ミ
ミ
コ
「
え
？
」 

キ
ム
ラ
「
お
洋
服
、
貸
し
て
み
て
」 

  
 

 

キ
ム
ラ
、
ミ
ミ
コ
の
洋
服
を
縫
っ
て
い
る
。 

キ
ム
ラ
「
実
は
ね
、
警
察
官
に
な
る
前
は
、
服
飾
の 

専
門
学
校
に
行
っ
て
た
の
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
な
の
？ 

専
門
学
校
楽
し
か
っ
た
？ 

 

ど
ん
な
お
洋
服
作
っ
た
の
？ 

就
職
は
大
変
だ
っ 

た
？
」 
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キ
ム
ラ
「
ふ
ふ
、
興
味
あ
る
ん
だ
」 

ミ
ミ
コ
「
ま
あ
ね
」 

キ
ム
ラ
「
そ
れ
で
好
き
な
お
洋
服
作
る
ん
だ
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
！ 

よ
く
わ
か
っ
た
ね
」 

キ
ム
ラ
「
う
ん
。
私
が
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」 

ミ
ミ
コ
、
キ
ム
ラ
の
表
情
を
見
て 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
私
と
ブ
ラ
ン
ド
作
ろ
う
よ
」 

キ
ム
ラ
「
私
、
公
務
員
だ
よ
？
」 

ミ
ミ
コ
「
公
務
員
や
め
れ
ば
？
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
キ
ム
ラ
の
手
元
で
縫
わ
れ
て
い
る 

イ
チ
ゴ
と
ウ
サ
ギ
の
ア
ッ
プ
リ
ケ
と
縫
っ
た

箇
所
を
見
て
い
る
。 

キ
ム
ラ
「
そ
ん
な
の
無
理
だ
よ
。
も
う
い
い
年
だ
し
」 

 

〇
竹
下
通
り
（
早
朝
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
竹
下
通
り
に
散
乱
す
る
ゴ
ミ
を
集 

め
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
な
ん
で
こ
ん
な
に
汚
れ
て
る
の
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
が
振
り
返
る
と
サ
カ
キ
が
い
る
。 
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サ
カ
キ
「
な
に
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

ミ
ミ
コ
「
誰
か
と
思
っ
た
」 

サ
カ
キ
「
着
た
く
て
こ
の
服
着
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い 

ん
で
す
よ
」 

 
 

 
サ
カ
キ
、
悔
し
そ
う
に
ス
ー
ツ
姿
を
ミ
ミ
コ

に
見
せ
る
。 

ミ
ミ
コ
「
い
つ
も
は
そ
ん
な
格
好
し
て
る
ん
だ
」 

サ
カ
キ
「
こ
れ
は
世
を
忍
ぶ
仮
の
姿
」 

ミ
ミ
コ
「
忍
ば
な
く
て
も
似
合
っ
て
た
の
に
」 

サ
カ
キ
「
で
も
ね
、
世
の
な
か
は
そ
ん
な
に
寛
容
じ 

ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
の
２
１
世
紀
に
な
っ
て
も
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
だ
よ
ね
。
な
ん
と
か
え
も
ん
も
タ
イ 

ム
マ
シ
ン
も
何
も
開
発
で
き
て
な
い
し
ね
」 

サ
カ
キ
「
よ
く
知
っ
て
る
ね
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
」 

ミ
ミ
コ
「
世
代
で
区
分
す
る
の
は
、
大
人
の
悪
い
癖 

だ
ね
」 

サ
カ
キ
「
ハ
ハ
ッ
、
そ
う
で
す
ね
。
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん 

 

に
は
政
治
家
に
な
っ
て
ほ
し
い
く
ら
い
で
す
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
あ
ん
な
真
っ
黒
な
人
ば
っ
か
り
の
と
こ
ろ 

に
い
た
ら
、
純
白
の
心
が
穢
れ
ち
ゃ
う
」 
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サ
カ
キ
「
そ
う
で
す
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
ほ
ら
、
流
し
た
」 

サ
カ
キ
「
ご
め
ん
ご
め
ん
」 

ミ
ミ
コ
「
で
、
な
に
し
て
る
の
？ 

原
宿
、
あ
ん
ま 

り
来
な
い
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
？
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
こ
そ
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
言
い
た
く
な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
。 

サ
カ
キ
「
実
は
、
毎
日
、
仕
事
前
に
竹
下
通
り
の
清 

掃
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
ま
さ
か
、
竹
下
の
掃
除
人
？
」 

サ
カ
キ
「
た
、
た
、
竹
下
の
、
掃
除
人
？
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を
見
せ

る
。
画
面
に
は
、
顔
は
写
っ
て
い
な
い
が
、

ス
ー
ツ
姿
の
サ
カ
キ
が
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い

る
写
真
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。 

サ
カ
キ
「
な
ん
か
恥
ず
か
し
い
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
サ
カ
キ
に
向
か
っ
て
お
辞
儀
。 

サ
カ
キ
「
そ
ん
な
、
そ
ん
な
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
こ 

と
し
て
な
い
で
す
よ
」 
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ミ
ミ
コ
「
竹
下
の
掃
除
人
と
は
知
ら
ず
、
ご
無
礼
を 

働
き
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
！
」 

サ
カ
キ
「
ど
う
し
た
の
、
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
。
な
ん
か 

 
心
が
サ
ワ
サ
ワ
し
て
き
ま
す
。
む
ず
痒
い
」 

ミ
ミ
コ
「
だ
っ
て
、
竹
下
の
掃
除
人
っ
て
、
原
宿
で 

は
神
の
よ
う
な
存
在
だ
よ
？ 

榊
っ
て
い
う
字
も 

神
っ
ぽ
い
し
、
ま
さ
に
神
様
だ
よ
！
」 

サ
カ
キ
「
そ
ん
な
神
様
だ
な
ん
て
」 

ミ
ミ
コ
「
神
社
建
て
た
い
ね
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
。 

サ
カ
キ
「
え
、
そ
ん
な
」 

 
 

 

サ
カ
キ
と
ミ
ミ
コ
の
後
ろ
に
、
ト
コ
チ
ャ
と 

メ
イ
チ
ャ
、
サ
ケ
チ
ャ
が
率
い
る
新
大
久
保

サ
ラ
ム
の
集
団
が
ザ
っ
と
並
ん
で
い
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
ひ
っ
、
パ
パ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
新
大
久
保
サ
ラ
ム
！
」 

メ
イ
チ
ャ
「
な
に
？
」 

サ
カ
キ
「
ト
ウ
コ
！
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
な
ん
だ
っ
て
？
」 

ト
コ
チ
ャ
「
撤
収
」 
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新
大
久
保
サ
ラ
ム
の
集
団
が
、
ザ
っ
と
竹
下 

通
り
か
ら
去
ろ
う
と
す
る
。 

ミ
ミ
コ
「
待
ち
な
さ
い
！
」 

メ
イ
チ
ャ
「
な
に
？
」 

ミ
ミ
コ
「
原
宿
を
こ
ん
な
に
し
た
の
は
、
あ
ん
た
た 

ち
ね
？
」 

メ
イ
チ
ャ
「
そ
ん
な
服
着
て
恥
ず
か
し
く
な
い
の
」 

ミ
ミ
コ
「
私
は
こ
の
お
洋
服
大
好
き
な
ん
だ
け
ど
！
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
あ
の
ダ
サ
い
お
洋
服
が
大
好
き
な
ん
だ 

っ
て
！
」 

 
 

 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
集
団
、
笑
う
。 

ミ
ミ
コ
「
笑
う
な
！ 

ベ
リ
キ
ャ
ン
な
き
今
、
私
が 

ま
た
元
の
原
宿
を
取
り
戻
す
の
！
」 

メ
イ
チ
ャ
「
ど
う
や
っ
て
？
」 

ミ
ミ
コ
「
専
門
学
校
に
通
っ
て
、
人
脈
を
広
げ
て
、 

 

自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
の
！
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
ハ
ッ
、
何
年
か
か
る
の
？ 

そ
の
お
っ 

さ
ん
が
死
ぬ
ま
で
に
実
現
す
る
か
わ
か
ん
な
い
じ 

ゃ
ん
」 

ミ
ミ
コ
「
今
の
原
宿
だ
っ
て
、
新
大
久
保
だ
っ
て
何 
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年
も
か
け
て
街
を
つ
く
っ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
人 

々
が
居
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
街
で
し
ょ
。
何
年
か

か
っ
て
も
私
が
立
て
直
す
！
」 

ト
コ
チ
ャ
「
笑
え
る
ね
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
私
た
ち
の
力
で
原
宿
を
殲
滅
し
、
復
活 

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
っ
て
決
め
ち
ゃ
っ
た
も
ん 

ね
ぇ
」 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
集
団
「
ね
ぇ
」 

サ
カ
キ
「
ト
ウ
コ
！ 

今
す
ぐ
謝
り
な
さ
い
！
」 

ト
コ
チ
ャ
「
う
っ
せ
え
、
じ
じ
い
！ 

お
前
は
黙
っ 

て
、
マ
マ
の
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
と
け
」 

 
 

 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
集
団
、
一
斉
に
笑
う
。 

ト
コ
チ
ャ
「
行
く
よ
」 

 
 

 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
達
、
ゴ
ミ
を
蹴
散
ら
し
、 

サ
カ
キ
と
ミ
ミ
コ
に
当
た
り
な
が
ら
、
竹
下 

 
 

 

通
り
を
去
る
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
転
倒
し
て
し
ま
う
。 

 
 

 

サ
カ
キ
、
倒
れ
て
い
る
ミ
ミ
コ
に
手
を
差
し 

伸
べ
る
。 

ミ
ミ
コ
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
立
ち
上
が
る
。 
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ミ
ミ
コ
「
ト
コ
チ
ャ
の
お
父
さ
ん
だ
っ
た
の
？
」 

サ
カ
キ
「
ど
う
や
ら
そ
う
み
た
い
だ
」 

ミ
ミ
コ
「
原
宿
を
つ
ぶ
す
つ
も
り
だ
っ
た
の
？
」 

サ
カ
キ
「
え
？
」 

ミ
ミ
コ
「
ね
ぇ
、
サ
カ
キ
、
神
様
や
め
ち
ゃ
う
の
？
」 

サ
カ
キ
「
や
め
な
い
よ
。
原
宿
を
守
る
た
め
に
も
、 

竹
下
の
掃
除
人
に
で
も
、
神
に
で
も
な
り
ま
す
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
サ
カ
キ
」 

 

〇
交
番
（
昼
） 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
ミ
ミ
コ
の
手
の
ひ
ら
を
手
当
て
し 

て
い
る
。 

キ
ム
ラ
「
も
う
、
将
来
の
社
長
に
な
に
す
る
の
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
よ
。
一
国
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
財
産 

 

を
持
っ
た
と
し
て
も
、
新
大
久
保
の
や
つ
ら
に
は 

一
銭
た
り
と
も
渡
さ
な
い
か
ら
！
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
一
番
な
り
た
く
な
い
人 

は
誰
？
」 

ミ
ミ
コ
「
真
っ
黒
い
大
人
」 

サ
カ
キ
「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
顔
や
め
な
さ
い
」 
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ミ
ミ
コ
「
ど
ん
な
顔
？
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
鏡
を
取
り
出
し
、
顔
を
見
る
。 

ミ
ミ
コ
「
う
わ
、
眉
間
に
シ
ワ
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
眉
間
の
シ
ワ
を
こ
す
る
。 

キ
ム
ラ
「
こ
す
ら
な
い
、
こ
す
ら
な
い
」 

ミ
ミ
コ
「
だ
っ
て
ぇ
」 

キ
ム
ラ
「
よ
し
よ
し
。
と
こ
ろ
で
、
サ
カ
キ
さ
ん
、 

お
仕
事
は
？
」 

サ
カ
キ
「
原
宿
を
愛
す
る
人
間
と
し
て
も
、
一
人
の 

親
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
に
は
立
ち
向
か
わ
な
き

ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
ら
」 

ミ
ミ
コ
「
有
休
１
週
間
取
っ
た
ん
だ
っ
て
」 

キ
ム
ラ
「
真
面
目
に
働
い
て
た
ん
で
す
ね
」 

サ
カ
キ
「
す
べ
て
は
原
宿
の
た
め
で
す
」 

キ
ム
ラ
「
そ
っ
か
ぁ
。
ま
ず
は
、
新
大
久
保
サ
ラ
ム 

を
倒
さ
な
い
と
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
警
察
官
が
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
い
い
の
」 

キ
ム
ラ
「
ダ
メ
だ
よ
ね
ぇ
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
も 

死
活
問
題
だ
か
ら
さ
」 

ミ
ミ
コ
「
み
ん
な
帰
っ
て
き
て
く
れ
な
い
か
な
ぁ
」 
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サ
カ
キ
「
そ
れ
だ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
え
？
」 

サ
カ
キ
「
そ
れ
だ
よ
、
そ
れ
。
お
店
の
人
も
今
ま
で 

来
て
い
た
人
も
原
宿
が
嫌
い
で
、
出
て
い
っ
た
わ 

け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
し
」 

ミ
ミ
コ
「
う
ま
く
い
く
と
思
う
？ 

バ
ッ
ク
に
は
、 

悪
の
組
織
が
絡
ん
で
る
と
か
」 

サ
カ
キ
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
よ
、
だ
っ
て
私
、
普
通 

の
会
社
員
だ
し
！
」 

キ
ム
ラ
「
わ
か
ん
な
い
よ
？ 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
の 

リ
ー
ダ
ー
、
ト
コ
チ
ャ
は
、
サ
カ
キ
さ
ん
の
娘
な 

ん
だ
も
ん
ね
ぇ
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
れ
が
ど
う
し
た
の
」 

サ
カ
キ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
！
」 

キ
ム
ラ
「
警
察
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
め
ん
な
よ
」 

サ
カ
キ
「
昨
日
の
身
分
証
明
書
で
気
づ
か
れ
た
ん
で 

す
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
な
に
な
に
」 

サ
カ
キ
「
私
は
、
昔
ム
シ
ョ
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が 



『竹下通りから右へ！』伊藤優 

 31 

あ
っ
た
ん
で
す
。
今
は
、
も
う
シ
ャ
バ
に
出
て
働

い
て
い
ま
す
が
」 

ミ
ミ
コ
「
ま
さ
か
、
悪
の
組
織
の
一
員
だ
っ
た
の
？
」 

サ
カ
キ
「
ま
、
ま
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
も
ち
ろ 

ん
、
今
は
足
を
洗
っ
て
る
か
ら
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
で
も
、
ト
コ
チ
ャ
は
」 

サ
カ
キ
「
ま
さ
か
ト
ウ
コ
が
」 

キ
ム
ラ
「
裏
で
手
を
回
し
て
る
か
も
よ
。
ね
、
さ
か 

し
ら
組
七
代
目
」 

サ
カ
キ
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
で
す
よ
！ 

ト
ウ
コ
に 

は
言
っ
て
ま
せ
ん
し
」 

ミ
ミ
コ
「
じ
ゃ
あ
違
う
か
」 

 

〇
新
大
久
保
サ
ラ
ム
拠
点
（
昼
） 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
物
を
蹴
散
ら
し
て
い
る
。 

 
 

 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
集
団
、
休
め
の
姿
勢
で
い 

る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
ク
ソ
っ
、
な
ん
で
パ
パ
が
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
本
当
に
パ
パ
だ
っ
た
ん
だ
」 

メ
イ
チ
ャ
「
ヤ
バ
イ
、
お
っ
さ
ん
か
と
思
っ
た
」 
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サ
ケ
チ
ャ
「
ウ
ケ
る
。
私
と
同
い
年
く
ら
い
の
子
に 

声
を
か
け
る
や
ば
い
お
じ
さ
ん
」 

ト
コ
チ
ャ
「
笑
う
な
！
」 

メ
イ
チ
ャ
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
、
そ
ん
な
怒
ら
な
い 

で
よ
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
ほ
ら
、
ハ
ッ
ト
グ
食
い
な
」 

 
 

 

サ
ケ
チ
ャ
、
ト
コ
チ
ャ
に
ハ
ッ
ト
グ
を
渡
す
。 

ト
コ
チ
ャ
「
原
宿
に
ま
だ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
残
っ
て
い 

た
な
ん
て
、
ク
ソ
ッ
、
あ
い
つ
ら
ま
と
め
て
ぶ
っ 

潰
し
て
や
る
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
ハ
ッ
ト
グ
を
か
じ
る
。 

メ
イ
チ
ャ
「
で
も
、
な
ん
だ
か
強
そ
う
。
あ
い
つ
ら
」 

ト
コ
チ
ャ
「
は
？
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
竹
下
の
掃
除
人
こ
と
神
と
原
宿
の
天
使 

が
相
手
だ
ぜ
？
」 

 
 

 

サ
ケ
チ
ャ
、
ス
マ
ー
フ
ォ
ン
の
画
面
を
ト
コ 

チ
ャ
に
見
せ
る
。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
画
面
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ペ

ー
ジ
が
あ
り
、
ミ
ミ
コ
が
写
っ
て
い
る
。 

サ
ケ
チ
ャ
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
２
万
人
越
え
、
私
た
ち
な 
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ん
て
コ
イ
ツ
の
足
元
に
及
ば
ね
ぇ
よ
」 

ト
コ
チ
ャ
「
ク
ソ
、
あ
の
人
を
呼
ぶ
し
か
な
い
か
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
、 

電
話
を
か
け
始
め
る
。 

メ
イ
チ
ャ
「
我
ら
新
大
久
保
サ
ラ
ム
！
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
原
宿
を
ぶ
っ
潰
す
！
」 

 
 

 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
集
団
、
肩
を
組
み
、
叫
び 

 
 

 

な
が
ら
飛
び
跳
ね
続
け
る
。 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
「
お
う
！ 
お
う
！ 

お
う
！
」 

ト
コ
チ
ャ
「
う
っ
せ
ぇ
、
声
が
聞
こ
え
ね
ぇ
だ
ろ
！
」 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
」 

 

〇
交
番
（
夕
方
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
っ
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
せ
め
て
あ
い
つ
ら
の
目
的
が
分
か
れ
ば
な
」 

キ
ム
ラ
「
確
か
に
」 

ミ
ミ
コ
「
聞
け
な
い
の
？ 

お
父
さ
ん
」 

サ
カ
キ
「
う
ー
ん
、
難
し
い
年
頃
な
ん
だ
よ
」 

 
 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
る
手
を
止
め
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ん
？
」 
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ミ
ミ
コ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
、 

『
決
闘
！
』
の
文
字
が
見
え
る
。 

サ
カ
キ
「
ど
う
し
た
の
？
」 

ミ
ミ
コ
「
な
ん
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｄ
Ｍ
に
」 

 
 

 
ミ
ミ
コ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
画
面
を
サ
カ
キ 

と
キ
ム
ラ
に
見
せ
る
。 

キ
ム
ラ
「
Ｏ
ｈ
、
知
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
」 

サ
カ
キ
「
誰
か
ら
？
」 

ミ
ミ
コ
「
新
大
久
保
サ
ラ
ム
の
ト
コ
チ
ャ
」 

サ
カ
キ
「
ト
ウ
コ
か
」 

ミ
ミ
コ
「
４
月
１
日
、
大
久
保
公
園
で
、
だ
っ
て
」 

キ
ム
ラ
「
嘘
じ
ゃ
な
い
？
」 

ミ
ミ
コ
「
春
休
み
で
よ
か
っ
た
ぁ
」 

サ
カ
キ
「
祝
日
で
よ
か
っ
た
ぁ
」 

 

〇
新
宿
文
化
総
本
部
（
夜
） 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
土
下
座
し
て
い
る
。
そ
の
後
ろ 

 
 

 

で
メ
イ
チ
ャ
と
サ
ケ
チ
ャ
が
、
土
下
座
し
て 

い
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
シ
オ
リ
様
！ 

本
日
完
了
予
定
だ
っ
た 
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原
宿
完
全
制
圧
で
す
が
、
原
宿
の
天
使
と
竹
下
の 

掃
除
人
の
手
に
よ
っ
て
、
阻
ま
れ
ま
し
た
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
の
前
に
、
シ
オ
リ
（
２
９
）
が
座 

っ
て
い
る
。 

シ
オ
リ
「
お
父
さ
ん
、
竹
下
の
掃
除
人
ら
し
い
じ
ゃ 

ん
？
」 

ト
コ
チ
ャ
「
私
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
申
し
訳 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」 

シ
オ
リ
「
謝
る
な
ら
、
結
果
出
し
な
？
」 

ト
コ
チ
ャ
「
シ
オ
リ
様
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
新
宿
文
化
総
本
部
の
お
力 

を
お
貸
し
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 
ど
う

か
！
」 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」 

シ
オ
リ

「
（

溜
息
）
仕
方
が
な
い
わ
ね
」 

ト
コ
チ
ャ
「
本
当
で
す
か
？
」 

シ
オ
リ
、
合
図
を
す
る
。 

 
 

 

チ
ョ
ウ
コ
（
３
７
）
と
ゲ
ン
ジ
（
３
０

）
、 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
ガ
ラ
ガ
ラ
と
持
っ
て
く

る
。 
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シ
オ
リ
「
新
宿
文
化
総
本
部
か
ら
は
じ
ま
り
、
全
１ 

０
か
所
の
支
部
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
、
約
９
年
か

か
っ
た
。
私
た
ち
の
願
い
は
た
だ
一
つ
」 

全
員
「
新
宿
区
を
素
敵
な
カ
ル
チ
ャ
ー
の
街
へ
！
」 

シ
オ
リ
「
そ
う
、
新
宿
区
か
ら
新
し
い
時
代
の
多
種 

多
様
な
文
化
を
築
き
上
げ
る
の
。
原
宿
さ
え
な
け 

れ
ば
、
新
宿
区
が
一
番
な
の
に
！ 

ね
ぇ
、
知
っ

て
る
？ 

４
月
１
日
で
新
宿
文
化
総
本
部
は
１
０

年
目
を
迎
え
る
の
」 

ト
コ
チ
ャ
「
は
い
、
存
じ
て
お
り
ま
す
」 

シ
オ
リ
「
祝
い
た
い
の
！ 

私
は
！ 
わ
か
る
で 

ょ
？
」 

ト
コ
チ
ャ
「
は
い
」 

シ
オ
リ
「
あ
な
た
に
宴
の
準
備
を
さ
せ
て
あ
げ
る
」 

チ
ョ
ウ
コ
「
私
た
ち
を
喜
ば
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
よ
」 

ト
コ
チ
ャ
「
は
い
」 

ゲ
ン
ジ
「
打
ち
上
げ
は
、
僕
の
経
営
す
る
ホ
ス
ト
ク 

ラ
ブ
で
ど
う
か
な
？
」 

シ
オ
リ
「
何
言
っ
て
ん
の
、
相
手
は
未
成
年
よ
」 

ゲ
ン
ジ
「
大
人
っ
ぽ
い
か
ら
わ
か
ら
な
か
っ
た
」 
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チ
ョ
ウ
コ
「
ゲ
ン
ジ
、
私
が
あ
な
た
を
ナ
ン
バ
ー
ワ 

ン
に
し
て
あ
げ
た
の
よ
？ 

わ
か
っ
て
る
？
」 

ゲ
ン
ジ
「
わ
か
っ
て
ま
す
よ
、
チ
ョ
ウ
コ
さ
ん
」 

メ
イ
チ
ャ
「
ト
コ
チ
ャ
、
ど
う
す
る
」 

サ
ケ
チ
ャ
「
し
く
じ
っ
た
ら
、
さ
ら
し
首
に
な
る
よ
」 

シ
オ
リ
「
そ
う
、
さ
ら
し
首
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
ん
た
ら 

の
加
工
前
の
写
真
を
ば
ら
ま
い
て
や
る
か
ら
な
！
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
震
え
て
い
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
わ
か
り
ま
し
た
。
や
ら
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
！
」 

 

〇
交
番
（
夜
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
キ
ム
ラ
、
地
図
を
出
し 

 
 

 

て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
違
う
違
う
そ
う
じ
ゃ
な
い
」 

キ
ム
ラ
「
じ
ゃ
あ
、
ど
う
な
の
！
」 

ミ
ミ
コ
「
私
は
こ
っ
ち
を
通
り
た
い
の
！
」 

キ
ム
ラ
「
そ
こ
で
の
、
デ
モ
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま 

す
」 

ミ
ミ
コ
「
出
た
、
警
察
」 
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サ
カ
キ
「
じ
ゃ
あ
、
こ
っ
ち
は
ど
う
で
す
か
？
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
っ
ち
は
嫌
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ん
」 

キ
ム
ラ
「
そ
っ
ち
の
道
な
ら
大
丈
夫
で
す
」 

サ
カ
キ
「
じ
ゃ
あ
、
こ
っ
ち
に
し
ま
し
ょ
う
、
ミ
ミ 

コ
ち
ゃ
ん
」 

ミ
ミ
コ
「
嫌
。
可
愛
く
な
い
」 

キ
ム
ラ
「
で
も
、
ほ
か
は
遠
回
り
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
れ
で
も
嫌
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
ミ 

ミ
コ
ち
ゃ
ん
の
案
に
、
私
は
大
賛
成
で
す
」 

キ
ム
ラ
「
私
も
よ
。
私
人
と
し
て
ね
」 

サ
カ
キ
「
竹
下
通
り
か
ら
大
久
保
公
園
ま
で
歩
い
て 

デ
モ
を
す
る
な
ら
、
こ
の
道
は
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
が 

言
う
道
の
次
に
い
い
コ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
こ 

の
選
択
を
逃
す
と
、
後
は
細
く
て
狭
い
路
地
だ
け 

で
す
。
広
く
て
、
人
目
に
付
い
て
、
デ
モ
と
し
て 

効
果
の
あ
る
Ｂ
案
だ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ふ
く
れ
っ
面
を
し
て
い
る
。 

サ
カ
キ
「
ほ
ら
、
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
が
得
意
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

拡
散
大
作
戦
次
第
で
Ｂ
案
が
Ａ
案
に
も
な
る
ん
で 
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す
」 

キ
ム
ラ
「
で
も
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ
の
道
は
、 

ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い
た
よ
う
な
派
手
な
こ

と
で
き
な
い
の
」 

 
 

 
ミ
ミ
コ
、
少
し
考
え
て 

ミ
ミ
コ
「
じ
ゃ
あ
、
竹
下
通
り
か
ら
右
へ
！ 

そ
う 

し
た
方
が
い
い
ん
で
し
ょ
？ 

Ｂ
案
を
Ａ
案
に
す

る
ん
で
し
ょ
。
み
ん
な
で
」 

 
 

 

サ
カ
キ
と
キ
ム
ラ
、
拍
手
し
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
や
る
か
ら
に
は
、
派
手
に
可
愛
く
い
く
か 

ら
、
覚
悟
し
と
い
て
ね
！
」 

 〇
大
久
保
公
園
（
昼
） 

 
 

 

新
大
久
保
サ
ラ
ム
と
新
宿
文
化
総
本
部
、
ミ 

ミ
コ
達
を
待
っ
て
い
る
。 

シ
オ
リ
「
遅
い
！ 

ち
ゃ
ん
と
決
闘
状
は
送
っ
た
の
」 

ト
コ
チ
ャ
「
学
校
の
宿
題
を
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま 

せ
ん
か
ら
」 

シ
オ
リ
「
そ
う
」 

 
 

 

遠
く
の
ほ
う
か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
る
。 
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ミ
ミ
コ
、
拡
声
器
を
持
っ
て
、
歌
い
な
が
ら 

や
っ
て
く
る
。 

 
 

 

そ
の
後
ろ
で
、
サ
カ
キ
、
ミ
ミ
コ
と
同
じ
よ 

う
に
踊
り
な
が
ら
歩
い
て
く
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
う
、
パ
パ
」 

シ
オ
リ
「
お
父
さ
ん
、
や
る
わ
ね
」 

 
 

 

サ
カ
キ
と
ミ
ミ
コ
の
後
ろ
か
ら
、
キ
ム
ラ
と 

た
く
さ
ん
の
人
々
が
付
い
て
き
て
い
る
。 

シ
オ
リ
「
な
に
あ
の
大
群
」 

チ
ョ
ウ
コ
「
眩
し
い
っ
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
の
手
に
握
ら
れ
て
い
る
美
し
い
装
飾 

を
施
さ
れ
た
旗
が
、
光
に
反
射
し
て
、
ミ
ミ 

コ
達
が
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

シ
オ
リ
達
、
眩
し
そ
う
に
し
て
い
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
遅
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
！ 

５
分
前
行
動
、 

習
わ
な
か
っ
た
？
」 

ミ
ミ
コ
「
ご
め
ん
ご
め
ん
、
待
っ
た
ん
だ
ね
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
達
と
ミ
ミ
コ
達
、
お
互
い
に
距
離 

を
取
っ
て
向
か
い
合
う
。 

ト
コ
チ
ャ
「
普
通
の
待
ち
合
わ
せ
じ
ゃ
な
い
ん
だ 
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よ
？ 

わ
か
っ
て
ん
の
？
」 

ミ
ミ
コ
「
わ
か
っ
て
る
、
わ
か
っ
て
る
」 

ト
コ
チ
ャ
「
む
か
つ
く
」 

シ
オ
リ
「
ト
コ
チ
ャ
、
始
め
な
さ
い
」 

ト
コ
チ
ャ
「
は
い
」 

ミ
ミ
コ
「
ね
ぇ
、
決
闘
っ
て
何
す
る
の
？
」 

ト
コ
チ
ャ
「
そ
れ
、
今
か
ら
説
明
す
る
の
！
」 

ミ
ミ
コ
「
わ
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
近
づ
か
な 

い
？ 

決
闘
始
め
る
前
に
、
喉
や
ら
れ
そ
う
！
」 

ト
コ
チ
ャ
「
わ
か
っ
た
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
達
と
ト
コ
チ
ャ
達
、
お
互
い
に
１
０

歩
、
歩
み
寄
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
今
か
ら
、
決
闘
を
申
し
込
む
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
の
前
に
、
こ
の
服
見
て
！ 

作
っ
た
の
。 

私
た
ち
と
キ
ム
ラ
さ
ん
で
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
決
め
ポ
ー
ズ
。 

 

〇
（
回
想
）
交
番
（
昼
） 

 
 

 

デ
ザ
イ
ン
画
を
描
く
ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
キ

ム
ラ
。 
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〇
（
回
想
開
け
て
）
大
久
保
公
園
（
昼
） 

ミ
ミ
コ
「
ど
う
だ
！ 

可
愛
い
だ
ろ
う
！ 

ゆ
く
ゆ 

く
は
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
つ
も
り
な
の
！
」 

ト
コ
チ
ャ
「
へ
え
、
や
る
じ
ゃ
ん
」 

シ
オ
リ
「
ち
ょ
っ
と
」 

ト
コ
チ
ャ
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
」 

ミ
ミ
コ
「
ひ
っ
、
誰
」 

シ
オ
リ
「
あ
ん
た
、
原
宿
の
天
使
？
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
う
だ
け
ど
」 

シ
オ
リ
「
え
、
実
物
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い
ん
で
す
け
ど
、 

え
、
加
工
し
て
な
い
ん
す
か
？
」 

 
 

 

シ
オ
リ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
落
と
し
そ
う 

な
勢
い
で
、
ス
ク
ロ
ー
ル
し
、
ミ
ミ
コ
の
顔

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
比
べ
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
加
工
な
ん
て
す
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
！ 

 

ミ
ミ
コ
は
ミ
ミ
コ
な
ん
だ
か
ら
」 

シ
オ
リ
「
こ
れ
が
、
透
明
感
！ 

ど
ん
な
に
加
工
し 

て
も
出
せ
な
い
心
の
純
真
さ
！ 

フ
ォ
ロ
ー
し
て 

ま
す
！ 

写
真
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す 

か
？
」 
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ミ
ミ
コ
「
え
、
い
い
け
ど
」 

 
 

 

シ
オ
リ
、
ミ
ミ
コ
と
写
真
を
撮
る
。 

シ
オ
リ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

わ
ー
、
う 

れ
し
い
」 

ト
コ
チ
ャ
「
シ
オ
リ
さ
ん
」 

シ
オ
リ
「
＃
原
宿
の
天
使 

＃
可
愛
す
ぎ 

＃
家
宝 

に
す
る
」 

ト
コ
チ
ャ
「
シ
オ
リ
さ
ん
！
」 

シ
オ
リ
「
あ
、
ご
め
ん
。
私
ど
も
、
新
宿
文
化
総
本 

部
は
、
日
本
の

k
awai

i

文
化
発
祥
の
地
、
原
宿
を

制
圧
し
、
新
宿
区
を
新
た
な
時
代
の
多
種
多
様
の

文
化
の
発
祥
地
と
す
る
こ
と
が
、
目
標
で
あ
る
！
」 

ミ
ミ
コ
「
そ
ん
な
こ
と
の
た
め
に
、
原
宿
を
あ
ん
な 

に
し
た
の
？ 

ほ
ん
と
最
低
ね
！
」 

シ
オ
リ
「
最
低
？ 

原
宿
が
悪
い
の
！ 

世
界
の
注 

目
の
的
を
独
り
占
め
し
や
が
っ
て
、
新
宿
な
ん
て 

な
ん
て
言
わ
れ
て
る
か
知
っ
て
る
？
」 

ミ
ミ
コ
「
な
に
」 

シ
オ
リ
「
夜
の
街
よ
。
危
険
な
の
よ
」 

 
 

 

夜
の
街
に
属
す
る
人
達
が
、
一
斉
に
前
に 
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出
て
き
て
、
ミ
ミ
コ
を
取
り
囲
む
。 

ミ
ミ
コ
「
な
に
、
な
に
、
な
に
」 

ミ
ミ
コ
に
じ
り
じ
り
と
近
寄
っ
て
く
る
夜
の 

街
の
人
達
。 

 
 

 
シ
オ
リ
、
お
び
え
る
ミ
ミ
コ
の
写
真
を
撮
り

ま
く
っ
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
真
顔
で
近
寄
っ
て
こ
な
い
で
ぇ
！
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
に
手
を
出
す
な
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
大
声
で
叫
ぶ
。 

 
 

 

夜
の
街
の
人
達
、
サ
カ
キ
の
方
を
向
く
。 

サ
カ
キ
「
お
前
ら
、
な
め
て
た
ら
痛
い
目
見
る
ぜ
？
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
眼
鏡
を
外
し
、
睨
み
を
利
か
せ
る
。 

 
 

 

夜
の
街
の
人
達
、
逃
げ
腰
に
な
り
、
シ
オ
リ

の
後
ろ
に
隠
れ
る
。 

シ
オ
リ
「
あ
ん
た
、
何
者
？
」 

サ
カ
キ
「
さ
か
し
ら
組
、
七
代
目
組
長
、
サ
カ
キ
だ 

よ
」 

 
 

 

後
ろ
か
ら
、
強
面
の
人
達
が
ザ
っ
と
現
れ
る
。 

シ
オ
リ
「
ひ
っ
、
ひ
ぃ
、
悪
の
組
織
が
フ
ワ
フ
ワ
激 

カ
ワ
服
を
着
て
る
な
ん
て
、
怖
す
ぎ
る
！
」 
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シ
オ
リ
達
、
恐
れ
お
の
の
く
。 

シ
オ
リ
「
逃
げ
る
わ
よ
！
」 

 
 

 

シ
オ
リ
達
、
逃
げ
出
す
。 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
ミ
ミ
コ
達
に
背
を
向
け
、
シ
オ

リ
達
を
追
う
。 

サ
カ
キ
「
ト
ウ
コ
！
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
立
ち
止
ま
る
。 

サ
カ
キ
「
晩
御
飯
ま
で
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
よ
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
去
る
。 

ミ
ミ
コ
「
決
闘
、
い
つ
す
る
ん
だ
ろ
う
」 

サ
カ
キ
「
終
わ
っ
た
ん
だ
よ
」 

ミ
ミ
コ
「
え
ぇ
え
え
え
え
！
」 

キ
ム
ラ
「
あ
ん
な
に
決
闘
の
練
習
し
た
の
に
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
せ
っ
か
く
披
露
で
き
る
と
思
っ
た
の
に
」 

サ
カ
キ
「
そ
う
だ
ね
」 

 

〇
（
回
想
）
代
々
木
公
園
（
昼
） 

 
 

 

サ
カ
キ
、
息
を
荒
く
し
て
、
そ
の
場
に
へ
た 

り
込
む
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
音
楽
を
止
め
て 
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ミ
ミ
コ
「
休
憩
す
る
？
」 

サ
カ
キ
「
水
だ
け
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
水
を
飲
む
。 

ミ
ミ
コ
「
さ
っ
き
か
ら
そ
れ
ば
っ
か
り
じ
ゃ
ん
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
音
楽
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
音
楽
を
か
け
る
。
（
き
ゃ
り
ー
ぱ

み
ゅ
ぱ
み
ゅ
／
原
宿
い
や
ほ
い
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
に
歌 

っ
て
踊
っ
て
い
る
。 

サ
カ
キ
、
し
ば
ら
く
し
て
バ
テ
て
、
ま
た
水

を
飲
み
、
踊
り
の
練
習
を
ま
だ
ま
だ
続
け
る
。 

キ
ム
ラ
、
自
転
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
て 

キ
ム
ラ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
サ
カ
キ
さ
ん
」 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
！
」 

サ
カ
キ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
か
？
」 

キ
ム
ラ
「
は
い
。
決
闘
の
練
習
し
て
る
っ
て
言
う
か 

ら
、
見
に
来
た
ら
、
ふ
ふ
ふ
、
こ
れ
ね
」 

サ
カ
キ
「
久
し
ぶ
り
に
い
い
汗
か
い
て
ま
す
」 

キ
ム
ラ
「
春
だ
か
ら
っ
て
油
断
し
な
い
で
ね
。
は
い
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
二
人
に
渡 
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す
。 

キ
ム
ラ
「
じ
ゃ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
戻
り
ま
す
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
警
察
官
ら
し
く
去
っ
て
い
く
。 

 
 

 

少
し
し
て
、
戻
っ
て
き
て 

キ
ム
ラ
「
あ
、
あ
と
で
ア
ト
リ
エ
に
来
て
。
じ
ゃ
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
去
っ
て
い
く
。 

サ
カ
キ
「
ア
ト
リ
エ
？
」 

ミ
ミ
コ
「
う
ん
」 

 

〇
キ
ム
ラ
の
家
（
昼
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
入
っ
て
く
る
。 

サ
カ
キ
「
お
邪
魔
し
ま
す
」 

ミ
ミ
コ
「
お
邪
魔
し
ま
ー
す
」 

キ
ム
ラ
「
待
っ
て
た
よ
」 

サ
カ
キ
「
私
な
ん
か
が
お
部
屋
に
」 

ミ
ミ
コ
「
わ
あ
あ
、
可
愛
い
ぃ
！
」 

サ
カ
キ
「
え
？
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
の
部
屋
に
は
、
ト
ル
ソ
ー
が
並
べ
ら 

れ
、
三
着
の
洋
服
が
飾
ら
れ
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
天
才
！ 

可
愛
す
ぎ
る
！
」 
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ミ
ミ
コ
、
洋
服
に
抱
き
着
く
。 

キ
ム
ラ
「
ふ
ふ
、
い
い
で
し
ょ
」 

ミ
ミ
コ
「
う
ん
！ 

最
高
！
」 

サ
カ
キ
「
こ
れ
、
全
部
、
キ
ム
ラ
さ
ん
が
？ 

可
愛 

す
ぎ
る
！
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
洋
服
に
抱
き
着
く
。 

キ
ム
ラ
「
み
ん
な
で
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
画
を
形
に
し 

て
み
ま
し
て
た
」 

サ
カ
キ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
天
才
す
ぎ
る
よ
！ 

シ
ョ
ー 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
並
ぶ
激
か
わ
お
洋
服
た
ち
が
見
え

た
よ
！
」 

キ
ム
ラ
「
ふ
ふ
ふ
」 

 

〇
（
回
想
あ
け
て
）
大
久
保
公
園
（
昼
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
楽
を
流
し 

ミ
ミ
コ
「
サ
カ
キ
、
お
披
露
目
よ
」 

サ
カ
キ
「
う
ん
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
に
歌

い
踊
る
。 

 
 

 

一
曲
歌
い
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
た
く
さ
ん
の 
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見
物
人
た
ち
に
ミ
ミ
コ
達
は
取
り
囲
ま
れ
て

い
る
。
見
物
人
た
ち
「
ア
ン
コ
ー
ル
！ 

ア

ン
コ
ー
ル
！
」
と
叫
ん
で
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
そ
の
前
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 
見
物
人
た
ち
、
拍
手
。 

ミ
ミ
コ
「
私
た
ち
、
大
好
き
だ
っ
た
原
宿
を
取
り
戻 

し
た
い
ん
で
す
。
今
は
、
人
が
寄
り
付
か
な
く
な 

っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
元
の
最
先
端
の
カ
ワ
イ
イ 

が
集
ま
る
街
に
戻
し
た
い
。
皆
様
の
お
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
頭
を
下
げ
る
。 

 
 

 

サ
カ
キ
、
ミ
ミ
コ
の
肩
を
叩
き 

サ
カ
キ
「
私
た
ち
は
、
廃
れ
た
原
宿
で
同
じ
日
に
、 

ベ
リ
キ
ャ
ン
の
、
い
や
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
閉

店
を
知
り
ま
し
た
。
流
行
が
日
々
古
く
な
っ
て
新

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
く
る
街
で
、
私
た

ち
に
と
っ
て
大
切
な
お
洋
服
屋
さ
ん
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
こ
と
な
ん
で
す
。

今
日
は
、
原
宿
を
取
り
戻
す
た
め
に
竹
下
通
り
か 
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ら
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き
ま
し
た
。 

す
べ
て
は
、
新
た
な
流
行
を
追
い
求
め
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
か
ら
の
決
闘
状
が
始
ま
り
で
し
た
が
、 

こ
う
し
て
私
た
ち
の
思
い
を
形
に
す
る
こ
と
が
で 

き
て
、
本
当
に
感
無
量
で
す
」 

 
 

 

警
察
官
達
が
や
っ
て
き
て 

警
察
官
「
君
た
ち
！ 

そ
こ
で
何
を
し
て
い
る
！
」 

 
 

 

見
物
人
た
ち
ざ
わ
つ
き
、
ち
ら
ほ
ら
と
帰
り 

出
す
人
が
出
て
く
る
。 

ミ
ミ
コ
「
ど
う
し
よ
う
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
警
察
官
た
ち
の
後
ろ
か
ら
現
れ
て 

キ
ム
ラ
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

警
察
官
「
誰
だ
君
は
、
変
な
格
好
し
て
」 

キ
ム
ラ
「
変
な
格
好
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！ 

人
の
好 

み
を
蔑
む
な
ん
て
、
そ
れ
で
も
警
察
官
で
す
か
！
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
警
察
手
帳
と
デ
モ
の
許
可
証
を
出 

す
。 

キ
ム
ラ
「
新
宿
区
の
許
可
も
取
っ
て
い
ま
す
」 

警
察
官
「
そ
う
か
、
近
隣
の
住
人
の
迷
惑
に
な
ら
ん 

よ
う
に
」 
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警
察
官
達
、
去
っ
て
い
く
。 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」 

キ
ム
ラ
「
変
な
格
好
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
う 

ま
く
着
こ
な
せ
な
か
っ
た
み
た
い
。
ご
め
ん
ね
」 

ミ
ミ
コ
「
う
う
ん
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
。
と
っ
て
も 

似
合
っ
て
る
」 

サ
カ
キ
「
素
敵
で
す
よ
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
帰
り
出
す
見
物
人
た
ち
に 

キ
ム
ラ
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
皆
さ
ん
！ 

竹
下
通 

り
ま
で
、
こ
こ
に
い
る
原
宿
の
天
使
と
原
宿
の
神 

と
、
一
緒
に
練
り
歩
き
ま
せ
ん
か
？ 
デ
モ
の
許 

可
も
ち
ゃ
ん
と
取
っ
て
ま
す
！
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
デ
モ
の
許
可
証
を
見
せ
る
。 

ミ
ミ
コ
「
み
ん
な
一
緒
に
来
て
く
れ
る
か
な
ー
？
」 

全
員
「
い
い
と
も
ー
！
」 

ミ
ミ
コ
「
タ
モ
さ
ん
っ
て
す
ご
い
ん
だ
ね
」 

キ
ム
ラ
「
ね
」 

 

〇
道
路
（
昼
） 

 
 

 

デ
モ
行
進
を
し
て
い
る
先
頭
に
は
、
ミ
ミ
コ 
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と
サ
カ
キ
、
キ
ム
ラ
が
い
る
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
サ
カ
キ
、
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い 

る
。
デ
モ
行
進
集
団
、
笑
顔
で
歩
い
て
い
く
。 

 
〇
竹
下
通
り
（
夕
方
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
デ
モ
に
つ
い
て
き
た
人
達
に
頭
を 

下
げ 

ミ
ミ
コ
「
本
当
に
、
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
！ 

今
日
撮
っ
た
写
真
や
動
画
は
、
Ｓ
Ｎ 

Ｓ
に
ど
ん
ど
ん
あ
げ
て
、
拡
散
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
！ 

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
！ 

え
ー
と
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て 

ミ
ミ
コ
「
＃
竹
下
通
り
か
ら
右
へ
」 

 

〇
交
番
（
朝
） 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
駆
け
込
ん
で
く
る
。 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
、
お
は
よ
う
！ 

ち
ょ
っ
と 

見
て
見
て
！ 

バ
ズ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
」 

キ
ム
ラ
「
え
」 
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ミ
ミ
コ
「
ミ
ミ
コ
た
ち
の
お
洋
服
、
買
い
た
い
人
か 

ら
Ｄ
Ｍ
い
っ
ぱ
い
来
て
る
ん
で
す
け
ど
！
」 

キ
ム
ラ
「
え
？
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
思
考
が
追
い
付
か
な
い
。 

キ
ム
ラ
「
え
、
嘘
！ 

嘘
だ
！ 

え
、
本
当
？
」 

ミ
ミ
コ
「
本
当
だ
よ
！ 

嘘
じ
ゃ
な
い
！ 

キ
ム
ラ 

さ
ん
！ 

お
洋
服
作
ろ
う
！
」 

キ
ム
ラ
「
う
ん
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
退
職
願
を
引
き
出
し
か
ら
出
し
、

机
の
上
に
出
す
。 

ミ
ミ
コ
「
退
職
願
？
」 

キ
ム
ラ
「
行
く
よ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
ど
こ
に
」 

キ
ム
ラ
「
ア
ト
リ
エ
！
」 

ミ
ミ
コ
「
キ
ム
ラ
さ
ん
の
家
！
」 

 
 

 

キ
ム
ラ
、
ミ
ミ
コ
の
腕
を
引
っ
張
り
、
外
に

飛
び
出
し
て
い
く
。 

 

○
サ
カ
キ
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
。 
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玄
関
が
開
く
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
テ
レ
ビ
を
消
す
。 

 
 

 

サ
カ
キ
、
部
屋
に
入
っ
て
き
て 

サ
カ
キ
「
た
だ
い
ま
」 

ト
コ
チ
ャ
「
私
、
新
大
久
保
サ
ラ
ム
抜
け
て
き
た
」 

サ
カ
キ
「
そ
う
か
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
。 

サ
カ
キ
「
パ
パ
、
ト
ウ
コ
が
着
て
た
服
、
着
て
み
た 

い
な
」 

ト
コ
チ
ャ
「
え
」 

サ
カ
キ
「
別
に
み
ん
な
悪
く
な
い
ん
だ
よ
。
自
分
が 

信
じ
る
も
の
だ
け
し
か
見
な
い
な
ん
て
も
っ
た
い

な
い
っ
て
こ
と
だ
よ
。
ト
ウ
コ
も
新
大
久
保
サ
ラ

ム
の
み
ん
な
も
一
番
に
な
り
た
す
ぎ
る
一
心
で
あ

ん
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
。
い
い
ん
だ

よ
。
自
分
だ
け
の
一
番
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
人
に

認
め
ら
れ
な
く
て
も
い
い
、
人
に
わ
か
っ
て
も
ら

わ
な
く
て
も
い
い
ん
だ
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
ト
コ
チ
ャ
の
頭
を
撫
で
て
、
キ
ッ

チ
ン
へ
向
か
う
。 
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ト
コ
チ
ャ
「
サ
イ
ズ
入
る
か
な
」 

サ
カ
キ
「
え
？
」 

ト
コ
チ
ャ
「
私
の
服
、
パ
パ
に
は
ち
っ
さ
い
よ
」 

サ
カ
キ
「
一
緒
に
買
い
に
行
こ
う
。
ト
ウ
コ
が
嫌
じ 

ゃ
な
か
っ
た
ら
だ
け
ど
」 

ト
コ
チ
ャ
「
嫌
か
ど
う
か
は
ま
だ
わ
か
ん
な
い
け
ど
。 

し
な
い
よ
り
し
た
方
が
い
い
ん
で
し
ょ
。
ミ
ミ
コ

み
た
い
に
」 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

 

新
聞
を
読
ん
で
い
る
サ
カ
キ
。 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
ひ
ょ
こ
っ
と
扉
か
ら
顔
を
出
し 

ト
コ
チ
ャ
「
パ
パ
、
行
く
よ
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
新
聞
を
置
く
。
新
聞
に
は
、
自
称 

元
新
宿
文
化
総
本
部
総
長
シ
オ
リ
の
逮
捕
に 

つ
い
て
の
小
見
出
し
が
あ
る
。 

 

○
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
前
（
昼
） 

サ
カ
キ
と
ト
コ
チ
ャ
、
ベ
リ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル 

の
前
に
や
っ
て
く
る
。 
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ト
コ
チ
ャ
「
パ
パ
の
好
き
だ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
」 

サ
カ
キ
「
う
ん
」 

ト
コ
チ
ャ
「
私
た
ち
が
潰
し
た
ん
だ
よ
」 

サ
カ
キ
「
う
ん
」 

ト
コ
チ
ャ
「
新
大
久
保
サ
ラ
ム
に
入
っ
た
の
も
パ
パ 

が
原
宿
好
き
な
の
知
っ
て
た
か
ら
だ
し
」 

サ
カ
キ
「
そ
う
か
そ
う
か
」 

ト
コ
チ
ャ
「
マ
マ
が
死
ん
で
か
ら
寂
し
か
っ
た
か
ら
」 

サ
カ
キ
「
ご
め
ん
」 

ト
コ
チ
ャ
「
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
違
う
も
ん
ね
。
お 

互
い
を
理
解
し
合
っ
て
生
き
て
い
く
」 

サ
カ
キ
「
う
ん
」 

 
 

 

威
勢
の
い
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

ミ
ミ
コ
の
声
「
竹
下
ド
ロ
ワ
の
お
洋
服
！ 

見
て
い 

き
ま
せ
ん
か
あ
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
ミ
ミ
コ
の
声
の
す
る
方
へ
向
か
う
。 

ト
コ
チ
ャ
「
パ
パ
？
」 

 

○
竹
下
通
り
（
昼
） 

 
 

 

ミ
ミ
コ
と
キ
ム
ラ
、
竹
下
通
り
に
面
し
た
店 
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で
通
行
人
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。 

 
 

 

店
名
は
「
竹
下
ド
ロ
ワ
」 

サ
カ
キ
「
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
キ
ム
ラ
さ
ん
！
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
と
キ
ム
ラ
、
サ
カ
キ
に
気
が
付
く
。 

ミ
ミ
コ
「
サ
カ
キ
さ
ん
、
そ
の
お
洋
服
！
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
新
大
久
保
サ
ラ
ム
が
着
て
い
た
よ

う
な
服
を
着
て
い
る
。 

ミ
ミ
コ
「
い
い
じ
ゃ
ん
！ 

次
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に 

取
り
入
れ
よ
う
か
な
」 

ト
コ
チ
ャ
「
嫌
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」 

ミ
ミ
コ
「
と
、
ト
コ
チ
ャ
？
」 

 
 

 

ト
コ
チ
ャ
、
ミ
ミ
コ
た
ち
が
着
て
い
る
よ
う

な
服
を
着
て
い
る
。 

ト
コ
チ
ャ
「
な
に
？
」 

ミ
ミ
コ
「
似
合
っ
て
る
じ
ゃ
ん
！ 

可
愛
い
！
」 

ト
コ
チ
ャ
「
お
父
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
っ
た
ん
だ
」 

ミ
ミ
コ
「
う
ち
の
お
洋
服
、
見
て
い
っ
て
。
友
達
割 

で
安
く
す
る
よ
」 

ト
コ
チ
ャ
「
友
達
？
」 

ミ
ミ
コ
「
ほ
ら
ほ
ら
、
入
っ
て
い
っ
て
！
」 
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ト
コ
チ
ャ
、
ミ
ミ
コ
に
押
さ
れ
て
店
内
へ 

 

キ
ム
ラ
「
い
い
で
す
ね
」 

サ
カ
キ
「
え
え
」 

キ
ム
ラ
「
サ
カ
キ
さ
ん
の
お
洋
服
」 

サ
カ
キ
「
ト
ウ
コ
が
選
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
」 

 
 

 

竹
下
ド
ロ
ワ
の
な
か
で
、
ミ
ミ
コ
と
ト
コ
チ

ャ
が
わ
い
わ
い
と
服
を
選
ん
で
い
る
。 

キ
ム
ラ
「
私
た
ち
、
い
ろ
ん
な
人
が
着
た
い
っ
て
思 

え
る
よ
う
な
お
洋
服
を
作
っ
て
い
く
つ
も
り
な
ん

で
す
。
自
分
た
ち
が
好
き
な
も
の
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
ど
ん
な
人
で
も
着
ら
れ
る
よ
う
な
服
を
」 

サ
カ
キ
「
こ
れ
か
ら
私
は
、
竹
下
ド
ロ
ワ
の
常
連
に 

な
る
わ
け
で
す
ね
」 

キ
ム
ラ
「
サ
カ
キ
さ
ん
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て 

も
着
ら
れ
る
お
洋
服
を
っ
て
ミ
ミ
コ
ち
ゃ
ん
、
言

っ
て
ま
し
た
」 

サ
カ
キ
「
そ
れ
は
う
れ
し
い
な
」 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
店
内
か
ら
サ
カ
キ
に 

ミ
ミ
コ
「
早
く
来
て
！ 

サ
カ
キ
に
も
お
洋
服
選
び 
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た
い
！
」 

サ
カ
キ
「
は
ー
い
」 

 
 

 

サ
カ
キ
、
ミ
ミ
コ
の
元
に
走
っ
て
い
く
。 

キ
ム
ラ
「
あ
、
デ
ザ
イ
ン
画
も
見
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

 
キ
ム
ラ
、
サ
カ
キ
を
追
い
か
け
て
店
内
に
入 

る
。 

 
 

 

カ
メ
ラ
引
い
て
、
竹
下
ド
ロ
ワ
が
遠
く
な
っ

て
い
く
。 

 
 

 

店
内
で
は
試
着
を
終
え
た
ト
コ
チ
ャ
、
出
て 

 
 

 

く
る
。 

 
 

 

ミ
ミ
コ
、
「
い
い
ね
！ 

こ
っ
ち
は
ど
う
？
」 

と
い
う
感
じ
で
ト
コ
チ
ャ
と
話
し
て
い
る
。 

サ
カ
キ
、
い
ろ
ん
な
服
を
体
に
当
て
て
い
る
。 

キ
ム
ラ
、
ほ
か
の
お
客
さ
ん
の
接
客
を
し
て

い
る
。 

 
 

 

カ
メ
ラ
の
視
点
は
、
だ
ん
だ
ん
と
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
た
竹
下
通
り
へ
。 

 

【
終
】 


